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市
消
防
団
で
は
、
音
楽
喇ら
っ
ぱ叭
隊
の
初

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

曲
目
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
楽
し

め
る
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
を
中
心
に
、行

進
曲
か
ら
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
な
ど
の
吹
奏
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
の

活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
な
ど
も
合

わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

　
（
72･

６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

●
音
楽
喇
叭
隊
の
活
動

　

安
曇
野
市
消
防
団
音
楽
喇
叭
隊
は
、

吹
奏
楽
形
式
の
「
音
楽
部
」
と
、
消
防

ラ
ッ
パ
に
よ
る
「
喇
叭
部
」
で
編
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
音
楽
部
、
喇
叭
部
と
も

に
、
消
防
団
活
動
や
式
典
で
の
演
奏
を

は
じ
め
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
演

奏
を
行
い
、
音
楽
を
通
じ
た
予
防
消
防

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
消
防
団 

音
楽
喇ら
っ
ぱ叭
隊

演
奏
会

日
時  

11
月
14
日
（
日
）

　
　

  

午
後
１
時
30
分
開
場
・
２
時
開
演

場
所  

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

消したかな　あなたを守る合言葉
秋の火災予防運動

～このまちを守る決意が 私たちにあります～
消防団員の募集

11 月 9 日（火）から 15 日（月）までの 7 日間、
全国一斉に秋の火災予防運動が行われます。空気が
乾燥し火災が発生しやすい季節です。火の取り扱い
には十分注意してください。また、火災による犠牲
者の多くは火災時に発生する煙によるものです。住
宅用火災警報器の設置がお済みでないご家庭は至急
設置してください。
問豊科消防署（472･3145）穂高消防署（482･3262）
　梓川消防署（478･2090）明科消防署（462･2992）

　市と市消防団では、平成 23 年 4 月から入団して
いただける団員を募集しています。
●主な活動内容　▷地域の火災など災害現場活動
（男性団員） ▷保育園などでの予防啓発活動（女性
団員） ▷ポンプ操法など行事・訓練（年数回）▷
予防広報 ･ 警戒活動（月 2 回程度）など

●待遇　▷年報酬・出動手当支給 ▷制服・装備品貸
与 ▷公務災害補償、退職報償金制度あり
問堀危機管理室（472･6769 672･6739）

募集

別　冊
学校支援ボランティア
登録カード

11/9（水）

～15（月）

入
場

無
料

お知らせ版
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●
申
し
込
み　

11
月
15
日
（
月
）
～
22

日
（
月
）
の
間
に
、
受
験
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
本
庁
舎

内
人
事
課
ま
で
持
参
す
る
か
、
特
定

記
録
郵
便
な
ど
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
必
着
）

●
送
付
・
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
‐
４
６

　

安
曇
野
市
役
所
人
事
課

　

市
議
会
12
月
定
例
会
を
次
の
日
程
で

予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
も
傍
聴
で
き

ま
す
。お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
会
期
（
予
定
）　

11
月
30
日
（
火
）

～
12
月
22
日
（
水
）
ま
で

●
時
間　

午
前
10
時
開
会

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
3
階
）

　
「
男
女
共
同
参
画
会
議
ほ
た
か
」
で

は
、
男
性
に
も
自
分
で
作
っ
た
料
理
の

お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
恒

例
の
男
性
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

初
め
て
の
人
も
、
腕
に
自
信
の
あ
る
人

も
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
17
日
（
水
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

●
場
所　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

●
講
師　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

●
費
用　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
手
ぬ
ぐ
い

●
申
し
込
み　

11
月
11
日
（
木
）
ま
で

に
穂
高
総
合
支
所
内
地
域
支
援
課
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
特

産
品
の
牧
大
根
の
直
売
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
漬
け
方
の
レ
シ
ピ
を
配
布
し
ま

す
。
各
会
場
と
も
牧
大
根
が
無
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

●
開
催
日　

11
月
14
日
（
日
）

●
時
間
・
場
所　

Ｊ
Ａ
北
部
低
温
倉
庫
、

Ｖ
ｉ
ｆ
穂
高
・
午
前
8
時
30
分
～
、

牧
公
民
館
・
午
前
10
時

●
価
格　

直
売
価
格
１
本
50
円

　

平
成
23
年
４
月
採
用
の
市
職
員
の
採

用
試
験（
追
加
募
集
）を
実
施
し
ま
す
。

●
日
程　

１
次
試
験　

12
月
11
日（
土
）

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書　

本
庁
舎

内
人
事
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
地
域

支
援
課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を
希
望

す
る
場
合
は
１
４
０
円
切
手
を
同
封

の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

市
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
楽
々

安
曇
野
」（
理
事
長 

矢
花
晃
弘
）
の
共

催
に
よ
り
、
東
山
の
一
斉
清
掃
を
実
施

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
日
参
加
い
た
だ

け
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

●
日
時　

11
月
20
日
（
土
）
午
前
8
時

30
分
～
10
時
30
分（
受
付
8
時
か
ら
）

（
少
雨
決
行
）

●
集
合
場
所　

光
城
山
登
山
口
駐
車
場

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
軍
手

●
申
し
込
み　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

加
入
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
人
は
11

月
15
日（
月
）ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
な
ど
を
豊
科
総
合
支
所
地

域
支
援
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
合
併
後
の
土
地
利
用
制
度

の
統
一
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、
来
年

4
月
の
条
例
施
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
現
在
検
討
し
て
い
る
土
地
利
用
基

本
計
画
で
は
、
三
郷
、
堀
金
、
明
科
地

域
の
「
拠
点
市
街
区
域
」
に
は
用
途
地

域
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
各
地
域
の
用
途
地
域
の

案
に
つ
い
て
図
面
に
明
示
し
な
が
ら
ご

覧
い
た
だ
く
地
域
別
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

《
三
郷
地
域
》

●
開
催
日　

11
月
25
日
（
木
）

●
場
所　

三
郷
公
民
館
講
義
室

《
堀
金
地
域
》

●
開
催
日　

11
月
30
日
（
火
）

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所
別
館

《
明
科
地
域
》

●
開
催
日　

12
月
2
日
（
木
）

●
場
所　

明
科
公
民
館
講
堂

※
時
間
は
各
会
場
と
も
午
後
7
時
～

（
2
時
間
程
度
）

※
「
拠
点
市
街
区
域
」
の
場
所
な
ど
に

つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
は
都
市
計
画

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
）」
に
よ
り

「
成
相
・
新
田
地
区
」
の
整
備
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
本
年
度
、
整
備
が
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、「
都
市
再
生
整
備
事
業

事
後
評
価
原
案
（
成
相
・
新
田
地
区
）」

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
意
見
は
評
価
委
員

会
で
審
議
し
、
事
後
評
価
結
果
と
し
て

公
表
し
ま
す
。

●
意
見
が
提
出
で
き
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
市
内
に
通
勤
通
学
さ
れ
て
い
る
人

・
市
内
で
事
業
ま
た
は
活
動
を
行
う
個

人
・
団
体

●
閲
覧
期
間
お
よ
び
意
見
等
募
集
期
間

　

11
月
5
日
（
金
）
～
19
日
（
金
）

●
閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
計
画
課

●
提
出
方
法　

様
式
は
特
に
定
め
ま
せ

ん
。
個
人
は
住
所
（
勤
務
先
、
学
校

名
）、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
法
人
の

場
合
は
、
法
人
名
、
代
表
者
名
、
事

務
所
の
所
在
地
、
電
話
番
号
を
記
載

し
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
計
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。電
子
メ
ー
ル
、

郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
電
話
で

の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
電
子
メ
ー
ル　

toshikeikaku@
city.azum

ino.nagano.jp

●
郵
送　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
３
４
０

安
曇
野
市
役
所
都
市
計
画
課

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

問
穂
地
域
支
援
課
庶
務
係

（

82･

３
１
３
１ 

82･
６
６
２
２
）

東
山
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

問
豊
地
域
支
援
課
生
活
環
境
係

（

72
・
３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

成
相
・
新
田
地
区
の
都
市
再
生
整
備

事
業
事
後
評
価
原
案
に
ご
意
見
を

問
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

土
地
利
用
制
度
説
明
会

問
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

（

72
・
３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

市
議
会
12
月
定
例
会

問
堀
議
会
事
務
局

（

71･

２
１
５
６ 

71･

２
１
５
０
）

市
役
所
職
員
の
募
集

問
本
人
事
課
職
員
担
当

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
１
５
５
）

牧
大
根
祭
り

問
安
曇
野
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

（
穂
高
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課
）

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

11月の納期

●国民健康保険税… （５期）
●後期高齢者医療保険料… （８期）
●介護保険料… （11月分）
●水道料金…（豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料…（穂高･三郷地域）

＝納期限は11月30日（火）＝

明科公民館長を紹介します５周年記念　「まちづくり講演会」で合併後の施策を分析

せ

ら

知

お

浅見郁子（再任）

12,000 本の牧大根が完売しました
（昨年 11 月）

小西砂千夫教授（写真右）

　市教育委員会は、任期満了に伴い、11
月 1 日付で明科公民館長に浅見郁子さん
を再任命しました。任期は平成 24 年 10
月 31 日までです。
　地域の特色を活かした公民館活動を
行っていくため、平成 20 年 4 月から公民
館長は公募により選考しています。

　合併 5 周年を記念した「まちづくり講演会」を 10 月 3 日、堀金総合体
育館で開催しました。関西学院大学 小

こ に し

西砂
さ ち お

千夫教授が、この 5 年間に市
が取り組んだ施策の成果や課題を指摘し、住民自治や市の財政状況の分析
結果を報告。市民や市職員ら約 300 人が耳を傾けました。住民自治につい
て小西教授は、「防災、防犯、文化活動、お祭りなど、元々一生懸命活動
してきた地域は困難なことがあっても自治組織がうまく動くものです。形
から入ってもうまくいきません。地域の担い手をつくって行くことが大切
です」と市民の意気込みに期待を寄せました。 問明社会教育課社会教育係（462･4565 662･3525）

試験の
種類

試験
区分

採用
予定
人員

受験資格

上級（大学
卒業程度） 行政 3 人

程度

昭 和 55 年 4 月 2 日
から平成元年 4 月 1
日までに生れた人で、
大学卒業程度の学力
を有する人

●試験の内容

※詳細は受験案内をご覧ください。り

く

づ

街
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（財）長野県市町村振興協会の助成で防災資機材を整備
　三郷地域の楡区自主防災会では、財団法人長野県市町村振興協会の
平成 22 年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）を活用し、防
災活動に必要なヘルメット、ハンド型メガホン、バルーン投光器、発
電機等を整備しました。
　なおこの事業は、一定地域の住民が当該地域を災害から守るために
結成した組織（自主防災組織）の災害被害防止活動の支援と、宝くじ
の普及広報事業のために助成されています。
問三地域支援課まちづくり推進係（477･3111 677･6060）

●
参
加
料　

無
料

●
対
象
者　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

●
定
員　

各
20
人

●
申
し
込
み　

11
月
8
日
（
月
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
高

齢
者
介
護
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

松
本
地
域
出
産
・
子
育
て
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、「
地
域
医
療
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

●
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
講
堂

●
講
演
内
容

１
部
「
松
本
地
域
で
の
出
産
・
子
育
て

支
援
」
と
題
し
て
、

・「
松
本
地
域
で
、
お
産
の
受
け
入
れ

は
大
丈
夫
？
」

・「
松
本
地
域
で
、
こ
ど
も
の
急
病
受

け
入
れ
は
大
丈
夫
？
（
松
本
市
小
児

科
・
内
科
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
開
設

の
経
緯
と
開
設
後
の
5
年
間
を
振
返

る
）」

・「
子
育
て
支
援
講
座
を
聴
き
に
来
ま

せ
ん
か
？
」

2
部
「
地
域
が
守
る
医
療　

～
兵
庫
県

立
柏
原
病
院
の
小
児
科
を
守
る
会
の

取
り
組
み
か
ら
見
え
る
こ
と
～
」

※
託
児
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
10
月

25
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
左

記
基
金
か
ら
請
求
書
類
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
該
当
者
で
お
手
元
に
届
か
な
い
場

合
や
詳
し
い
内
容
な
ど
は
左
記
基
金
事

業
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

成
22
年
6
月
16
日
時
点
で
日
本
国
籍

を
有
す
る
ご
存
命
の
人
。

●
請
求
受
付
期
間

10
月
25
日
～
平
成
24
年
3
月
31
日

●
問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部
特
別

給
付
金
担
当
（
０
５
７
０
・
０
５

９
・
２
０
４
）
へ
。
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ

Ｈ
Ｓ
か
ら
は
（
０
３
・
５
８
６
０
・

２
７
４
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
受
付
午
前
9
時
～
午
後
6

時　

土
日
、
祝
日
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
）

　

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
講
座
」を
開
催
し
ま

す
。
今
の
健
康
を
維
持
し
て
元
気
に
暮

ら
す
た
め
の
体
の
使
い
方
、
認
知
症
予

防
、
栄
養
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
せ
ん

か
。 い

き
い
き
シ
ニ
ア
講
座（
全
3
回
）

問
健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81･
３
１
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

公
開
講
座　

地
域
が
守
る
医
療

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
請
求

問
健
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（

81･

０
７
１
６ 

81･

０
７
０
３
）

日時・場所 内容 持ち物

第１回
12月6日（月）
9:30～11:30
市社会福祉協議会穂高
支所内集会室

健康太極拳１日体験
・バランスをとっ

てつまづき予防

運動できる
服 装・ タ オ
ル・水分

第２回
12月14日（火）
9:30～11:30
穂高健康支援センター

（穂高保健センター）

認知症予防に大事
なこと
・歯科検診・歯科
　相談・脳トレ体験

メガネ
（ 必 要 な 場
合）

第３回
12月22日（水）
9:30～13:00
穂高健康支援センター

（穂高保健センター）

料理教室
・ヘルシーランチ
　（１食分）

エ プ ロ ン・
三角きん

●日程

祉

福
・

康

健

安曇野市学校支援地域本部事業

郷土安曇野を担う人づくり

学校支援ボランティアにご協力ください！

学校支援ボランティアとは？
学校を支援するため、ボランティアを地域の皆さんにお願いして派遣する活動です。

●学校の教育活動を応援し、子どもたちによりよい教育を提供します。
●地域の皆さんの知識や経験を活かし、生涯学習の実践の場となります。
●地域の教育力を活性化させ、地域ぐるみで子どもを育てる社会を目指します。

特別な資格は必要ありません。
お気軽にご応募ください。

切
り
取
り
線

地 域 の 学 校 応 援 団



たとえば、こんな支援があります。
●環境整備

花壇の草とりや水やり、落ち葉の掃除、植木のせん定など
●子どもの安全支援

通学路の安全指導の声掛け・あいさつやパトロールなど
●総合的な学習への協力

太鼓や踊りなどの芸術・歴史・伝統文化・環境の講座、農業・職場体験など
●学習の支援

授業の進行の手伝い（絵手紙指導、ミシンサポート、英語活動サポート）など
●その他

クラブ・部活動の補助、児童生徒の中間教室への送迎など

☆☆ ボランティア活動の様子 ☆☆

花壇の整備－豊科北中学校
　特別な資格がなくても、草かきの使い方
の指導など簡単なボランティア活動もあ
ります。
　生徒と一緒に作業を行い、地域の子ども
たちとの交流も行えます。

和楽器（筝
こと

）の演奏－三郷小学校
　これまで取り組んできたことや趣味を
生かして子どもたちによりよい教育がで
きます。
　子どもたちも地域の人と触れ合うこと
により学習意欲が向上します。

放送委員会の指導―穂高西中学校
　地域にはさまざまな職業の皆さん、特
別技能をお持ちの人がいます。
　仕事で取得した技能を生かして、子ど
もたちのためにボランティア活動するこ

とにより社会貢献がは
かれます。

交通安全支援会―穂高東中学校

　穂高東中学校交通安全支援会は、地域の
子どもたちに交通安全の理解を深めさせる
ために、地域住民によって結成されたボラ
ンティアグループです。会員は総勢25人で、
それぞれの地区で主に自転車通学の子ども
たちに対して安全指導の声掛けを行ってい
ます。

穂高東中学校交通安全会の活動に参加されている勝野辰雄さんは、「優しく親しみをもって声を
かける」をモットーに、毎朝、登校時の子どもへのあいさつや安全確認を呼びかけています。最初は、
こちらからのあいさつに返答してくれなかった子ども達も、「次第にあいさつしてくれるようになりま
した。また、地域の皆さんとも顔見知りになれました」と活動の成果を語られました。学校支援
ボランティアの活動は、地域住民との交流や地域づくりにも貢献しています。

●申し込み方法
学校支援ボランティアとしてご協力いただける人は、裏面「人材バンク登録カード」を切り取り、

安曇野市学校支援地域本部まで郵送または、持参してください。各地域の公民館へ提出すること
もできます。個人情報は、安曇野市学校支援地域本部事業のみに使用させていただき、それ以外
の目的では使用いたしません。個人情報は、学校教育課が責任を持って管理いたします。

●問い合わせ先
安曇野市学校支援地域本部（安曇野市教育委員会学校教育課内）
〒 399‐7102　安曇野市明科中川手 6824 番地 1
462・3001 662・5721
http://www.city.azumino.nagano.jp/download/kyoiku/gakkovolunteer.html

おはよー！

おはよう
ございます。

趣味を社会に
生かせそう！

特別な資格は
いらないんだね。

プロの力を
発揮！

詳しくは
こちらまで！

学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア
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個
人
情
報

ふりがな

性別 男 ・ 女
氏 　　名

生年月日 昭和
平成

住　　　所 〒

連 絡 先
電話番号

公
開
情
報

支援内容
［プログラム］
（該当に○）

 １．学習支援活動　　　　　　２．総合的学習活動　　　３．読書活動
 ４．子ども安全支援活動　　　５．環境整備支援活動　   ６．課外活動
 ７．部活動支援活動　　　 　  ８．不登校支援活動　　　９．障害児支援活動
 10．外国籍児童生徒支援活動   11．その他（　　　　　　　　　　）

具体的な
支援内容

支援可能学校
（該当に○）

○豊科地域（豊科南小 ・ 豊科北小 ・ 豊科東小 ・ 豊科南中 ・ 豊科北中）
○穂高地域（穂高南小 ・ 穂高北小 ・ 穂高西小 ・ 穂高東中 ・ 穂高西中）
○三郷地域（三郷小 ・ 三郷中）　
○堀金地域（堀金小 ・ 堀金中）
○明科地域（明南小 ・ 明北小 ・ 明科中）

支援可能日数
および時間

・支援日　（例：週２日 火・木曜日）

・1 日の希望時間　（例：午前中３時間）

資格 ･ 免許等

活動実績

支援に当たって
希望等があれば
お書きください

　　　　年　　　　　　月　　　　　　日生　（　　　　歳）

安曇野市学校支援ボランティア人材バンク

登録カード

安曇野市学校支援ボランティア人材バンクに登録することを承諾します。

　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　                     　　　　　　　　　氏　名　　　   　　　　　　　　印

　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神

障
害
者
家
族
を
支
援
す
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。「
家
族
と
し
て
ど
う
接
し
て
い

っ
た
ら
い
い
の
か
」な
ど
、日
ご
ろ
考
え

た
り
、
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
同
じ
悩
み
を
も
つ
家
族
同
士

で
、
心
の
病
気
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
５
０
２
会
議
室

●
参
加
条
件　

3
回
の
講
座
を
と
お
し

で
受
講
で
き
る
人

●
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
5
日
（
金
）
ま
で

に
、
松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ

く
り
支
援
課
（
40
・
１
９
３
８
）
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

　

市
の
大
腸
検
診
の
日
程
は
す
べ
て
終

了
し
ま
し
た
。
未
使
用
の
大
腸
検
診
の

検
査
容
器
を
お
持
ち
の
人
は
、
最
寄
り

の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
現
在
、
検
査
容
器
代
の
自
己
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未
回
収
分
の
検
査

容
器
に
は
１
組
約
３
０
０
円
の
費
用
が

掛
か
り
ま
す
。
ま
た
検
査
容
器
に
は
使

用
期
限
が
あ
り
来
年
度
の
検
診
に
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
期
限　

11
月
15
日
（
月
）
ま
で

精
神
障
害
者
家
族
教
室

問
穂
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

大
腸
検
診
検
査
容
器

返
却
の
お
願
い

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

日時 内容

第１回 11 月 8 日（月）
14：00 ～ 16：00

講義「統合失調症とは～病気の仕組みと家族の心
得～」（講師　篠崎医院豊科診療所院長　東孝博
さん）

第２回 11 月 15 日（月）
14：00 ～ 16：00

講義「当事者と家族をサポートする制度を知ろ
う！」（講師　松本圏域障害者相談支援センター
ボイス精神保健福祉士東條知子さん）
講演「当事者の体験談　～こんな風に地域で生活
しています～」（講師　当事者）

第３回 11 月 22 日（月）
14：00 ～ 16：20

講演「家族と共に生きて」（講師　家族会　松の
会会員）
グループワーク「家族の役割ってどんなこと？」

（講師　松本保健福祉事務所保健師）

●日程

穂高地域開発事業の承認
穂高町まちづくり条例の規定に基づき、市長
が承認した事業を公表します。

平成 22 年７月の開発審査分
（承認日　平成 22 年 8 月 13 日）

●藤澤惠美子の開発事業
・場所　穂高柏原 989 番 5 外２筆
・開発面積　520.08㎡
・目的　長屋住宅１棟８戸

（承認日　平成 22 年８月 23 日）
●株式会社山都の開発事業
・場所　穂高有明 4427 番１
・開発面積　6,673.00㎡
・目的　倉庫物流センターの建設

平成 22 年８月の開発審査分
（承認日　平成 22 年 9 月 13 日）

●株式会社ハーモニック・ドライブ・
　システムズの開発事業
・場所　穂高牧 1856 番１
・開発面積　71,377.00㎡
・目的　工場棟の増築
●長野ローズ株式会社の開発事業
・場所　穂高有明 9273 番１外１筆
・開発面積　677.10㎡
・目的　建売分譲１区画
●安曇野不動産株式会社の開発事業
・場所　穂高有明 6553 番３外１筆
・開発面積　541.00㎡
・目的　建売分譲２区画
●浅川登志雄・浅川佳代子の開発事業
・場所　穂高 2497 番１外２筆
・開発面積　1,489.66㎡
・目的　一戸建て賃貸住宅５棟の建設

～職場のトラブルでお困りの
　労働者・事業主の皆様へ～

長野県の最低賃金
（10 月 29 日から適用）

　労働者個人と事業主間のトラブルを解決する
「あっせん」をご利用ください。労使双方が簡単な
手続きで利用できます。費用は無料で秘密は厳守さ
れます。

【トラブル例】
・納得できない理由で突然解雇された
・何の説明もなくパートの時給を下げられた
・配転命令に、従業員が納得してくれない
問長野県労働委員会事務局（4026・235・7468）

　県内の事業場で働くすべての労働者に適用される「長
野県最低賃金」が改定されました。この機会にぜひ賃
金の確認をしてください。
問長野労働局労働基準部賃金室
（4026・223・0555 6026・223・0591）
問松本労働基準監督署（明科地域）
（448・5693 648・5689）
問大町労働基準監督署（明科以外の市全域）
（40261・22・2001 60261・22・0369）

時間額 693 円
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設施 の 催 し

穂高交流学習センター「みらい」
問481･3111 682･0966

安曇野美術館めぐり
～第１回　体感する美術～

　市内の美術館の中から 3 館を訪
問します。今回は「みる」だけの
鑑賞ではなく、みて、聞いて、触
れて美術を味わってみませんか。
各館とも、通常の個人鑑賞では実
現できないワークショップなどを
企画しています。
●日　時　11月27日（土）
●コース　“みらい”集合 12：30 ～豊

科近代美術館（ギャラリートーク
彫刻に触れる、普段見る機会の無
い収蔵品の閲覧）～ IIDA・KAN（ギ
ャラリートーク、特別展鑑賞）～
安曇野アートヒルズミュージアム

（溶けたガラスの巻きつけとガラス
作品の制作など。対象は小学生以
上）～“みらい”到着後解散（17：
30 予定）

●定　員　20 人 ( 先着順 )
●参加費　１人1,000 円（入館料、

材料費、バス代など）※当日集金
●申し込み　11 月 26 日（金）正午

までに、“みらい”に来館するか、
電話、FAX でお申し込みください。

穂高公民館
問482･5970 682･3990

絵手紙教室（全３回）

　絵手紙で、心のこもった年賀状
や、はがきを作ってみませんか。
●日　時　▷１1月19日（金）▷25日
（木）▷１2月３日（金）時間はいずれ
も13:30～１5:30

●講　師　吉田稲夫さん
●定　員　１２人（先着順）
●対　象　市内在住の人　　　
●参加費　１回200円
●申し込み　11 月９日（火）より受

け付けます。穂高公民館へ電話でお
申し込みください。（受付９：00 ～
17：00）

安曇野髙橋節郎記念美術館
問481･3030 682・0551

第６回 北穂高芸術展 
　安曇野髙橋節郎記念美術館で、
北穂高地区の住民の皆さんが制作
した芸術作品の展覧会を開催しま
す。絵画、彫刻、工芸、書、写真、
生け花、盆栽など、日頃の創作活
動の成果を一堂に展示します。
●会　期　11月13日（土）～28日（日）
●開館時間　９：00～17：00

※入場は１6：30まで　
●休　館　11月15日（月）、22日
（月）、24日（水）

●観覧料　無料（常設展は有料）

豊科近代美術館
問473･5638 673･6320

四賀アイ・アイ「かりん」展

　豊科近代美術館では、知的障害
者更生施設「四賀アイ・アイ」（松
本市）の「かりん」の皆さんによ
る作品展を開催します。出品者の
みずみずしい想像力を見つめ、ア
ートの素晴らしさを再発見してみ
ませんか。個性豊かな芸術世界を
ぜひご覧ください。
●会　期　11月６日（土）～14日（日）
●開館時間　９：00～17：00

※入場は１6：30まで
　（最終日は14：00まで）

●休館日　月曜日
●観覧料　無料（常設展は有料）

田淵行男記念館
問472・9964 688・2010

田淵行男記念館企画展
小笹純弥写真展

「花と根　水のコスモロジー」
　小笹純弥「花と根　水のコスモ
ロジー」（第３回田淵行男賞写真
作品公募のアサヒカメラ賞受賞
作）モノクローム作品 20 点を展
示公開します。水とまっすぐに向
き合い、水と氷の造形美を優れた
感覚でカメラに取り込み表現した
作品です。
●会　期　１1月11日（木）～平成23

年１月30日（日）
●開館時間　９：00～17：00

開館 20 周年記念収蔵コレクション展
「田淵行男　私の山岳写真
～山の美しさにひかれて～」

　本展では田淵行男作品の芸術性
に着目し展観します。田淵は山の
本質を直視し、率直で端的に表現
することの重要性を説いていま
す。シャッターを押し続ける中で、
独自の表現技法を確立していきま
した。田淵独特の構図や濃淡の配
分、単純化、量感の表現などを代
表作約 30 点から読み解きます。
●会　期　11月11日（木）～平成23

年３月６日（日）
●開館時間　９：00～17：00
●入館料　大人300（200）円

小中生200（100）円　
（　）内は20人以上の団体料金

●休館日　月曜日（祝日の場合は翌
日）、11月９日（火）・10日（水）は展
示替え作業などのため臨時休館昨年の展覧会会場のようす

撮影：小笹純弥　作品名：「フロストフラワー」
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文
化

井口喜源治記念館
講演会
井口喜源治と
萩原守衛

本年で生誕 140 年に当たる井口喜
源治と、没後 100 年に当たる萩原
守衛。師弟として、友として続い
た二人の信頼関係について、信州
大学の武富保名誉教授から講演い
ただきます。

時：11 月 13 日（土）
　14：00 ～ 16：00
所：碌山公園研成ホール

料：無料　 問：井口喜源治記念館
　（482･5570）
※申し込み不要

第 10回
ふるさとウォッチ
ング in 安曇野

安曇野の魅力を再発見するガイド
付ウォーキングの 10 回目。熊倉
公民館を起点に仏法寺、熊倉渡跡、
春日神社、屋敷林、道祖神などを
訪ね歩き、散策後には“ぬかくど”
で炊いたおにぎりを味わいます。

時：11 月 21 日（日）
　8：30 ～ 13：00
所：豊科熊倉地区
※熊倉公民館へ集合してく

ださい。

定：80 人
料：1,000 円
（中学生以
下無料）

申：問：NPO 法人信州
ふるさとづくり応援団

（481･1325）
※ 19 日までにお申し

込みください。

安曇野の自然と文化
を考える会
創立 15周年記念
－美と活力を求め
て－発表会

「安曇野から文化の発信を」と思
いを高く発足した当会。本年は創
立 15 周年になります。各グルー
プの展示および事例発表、コンサ
ート、映像作品上映、地産地消の
取り組みなど、多彩な企画を実施
します。

時：▷ 11 月 19 日（金）
10：00 ～ 17：00　▷ 20 日

（土）9：00 ～ 17：00　▷
21 日（日）9：00 ～ 16：00

所：穂高交流学習センター
「みらい」

料：無料 問：安曇野の自然と文化
を考える会 平田さん

（482･4778）
※申し込み不要

く
ら
し

自動車運転免許
特定任意講習会

安曇野交通安全協会穂高支部で
は、運転免許更新者を対象とした
特定任意講習会を開催します。こ
の講習会を受講すると、更新時の
講習は免除されます。
対象者：免許更新期間が 12 月 10
日～平成 23 年 6 月 9 日の人

時：12 月 9 日（木）
　19：00 ～（受付 18：30 ～）
所：穂高会館第 2 会議室
※ 70 歳以上と更新時に 70

歳になる人は高齢者講習
が必要なため対象外で
す。

料：1,700 円 問：穂高交番内安協穂
高支部事務局

（482･2157）
※運転免許証、筆記用

具を持参してくださ
い。

暮らしに役立つ
貯蓄講座

20 ～ 30 歳代の人、女性を対象と
した貯蓄講座です。「経営コンサ
ルタント」とさかかずゆきさんを
講師に、早期リタイヤ、学資、年
金プラニングなどお金の貯め方、
守り方、増やし方について講演い
ただきます。

時：▷ 20 ～ 30 歳代の人向
け講座：11 月 13 日（土）
19：00 ～ 21：00　
▷女性向け講座：11 月
16 日（火）10：00 ～ 12：00

所：穂高総合体育館会議室

定：各 30 人
　（先着順）
料：各300円
　（資料代）

問：担当者　細井さん
　（4080･1210･4404）

ホームヘルパー
２級資格取得講座

平日が忙しい人のための土曜日限
定資格取得講座です。
対象者：一般、施設勤務で資格取
得希望の人

受講期間：12月4日～平成
23 年 3 月 26 日の間の土
曜日 9：00 ～ 17：00

実習期間：平成 23 年 3 月
28日～5月末の間で4日
間 9：00 ～ 17：00

所：松本市勤労者福祉セン
ターほか

定：20 人
　（先着順）
料：5万 5,000

円、テキスト
代 6,000 円、
実技費9,000
円計 7 万円

問：ＮＰＯ法人　ワー
クス＆コミュニケー
ションズ　加納さん

（4090･2130･8526）
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来年以降

もう少し知りたい裁判員制度の

Ｑ . 候補者名簿はだれがつくるの

　裁判員の候補者名簿は、選挙人
名簿からくじで無作為抽出したも
のを基に、各地の地方裁判所で作
成されます。候補者名簿に登録さ
れる人数は、毎年異なりますが、
平成 23 年分は全国で約 31 万 6,000
人です。（有権者全体に占める割合
は、約 330 人に１人）

Ｑ . 候補者にお知らせする方法は

　平成 23 年裁判員の候補者名簿に
登録された人には、11 月中旬に名
簿に登録されたことを知らせる「名
簿記載通知」が送付されます。こ
の通知は、来年 2 月頃から約１年
の間に裁判員の候補者に選ばれる
可能性があることを事前にお伝え
するものです。この段階では、ま
だ、具体的な事件の裁判員候補者
に選ばれたわけではありませんの
で、すぐに裁判所へ出掛ける必要
はありません。

Ｑ . 裁判員候補者は辞退できるの

　裁判員制度は、特定の職業や立
場の人に偏らず、広く国民の皆さ

んに参加してもらう制度ですので、
原則として辞退できません。ただ
し、70 歳以上の人、地方公共団体
の議会の議員（会期中に限る）、学
生や生徒、5 年以内に裁判員や検
察審査員などの職務に従事した人、
3 年以内に選任予定裁判員に選ば
れた人、重い疾病や傷害など、法
律で辞退事由を定めており，裁判
所からそのような事情に当たると
認められれば辞退することができ
ます。

Ｑ . 辞退する場合の手続き方法は

　名簿記載通知と併せて調査票が
送付されます。この調査票は、裁
判員候補者の事情を早い段階で把
握し、明らかに辞退が認められる
場合には、裁判所にお出掛けいた
だくことのないように、候補者の
負担を軽減するためにお送りする
ものです。調査票で辞退を申し出
なかった場合でも、実際の事件の
際に送られてくる質問票で辞退を
申し出ることも、裁判当日の選任
手続き時に辞退を申し出ることも
可能です。

暮らしの注目情報

裁判員制度　まもなく名簿記載通知が発送されます！
裁判員制度は、国民が裁判員として刑事裁判に参加し、被告人が有罪かどうか、有罪の場合はどのような
刑にするかを裁判官と一緒に決める「国民の司法参加」を実現する制度です。

選任手続きの流れ
【10 月中旬～下旬】

名簿の作成

【裁判の当日】
選任手続き

【11 月中旬】
候補者への通知
調査票の送付

【裁判の６週間前まで】
選任手続き期日のお知らせ
（呼出状）・質問票の送付

裁判員制度ウェブサイト
名簿記載通知や調査票，辞退に
関する情報はこちら
http://www.saibanin.courts.go.jp/

裁判所ウェブサイト
各地の裁判所のウェブサイト
は、こちらから
http://www.courts.go.jp/ 
問市選挙管理委員会事務局

（471･2031 672･9266）


